
　
８
月
４
日（
水
）、
に
っ
こ
り
サ
ン

パ
ー
ク
野
球
場
を
会
場
に
、
シ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
世
代
間
交
流
を
目
的
と

し
て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も

た
ち
を
招
待
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
と
ペ
タ
ン
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
プ
レ
ー
に
、

「
だ
ん
だ
ん
う
ま
く
な
っ
た
ね
」、「
ま

だ
や
っ
ぺ
し
ね
〜
」
と
会
話
も
弾
み

笑
顔
あ
ふ
れ
る
世
代
間
交
流
会
と
な

り
、
楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
の
１

ペ
ー
ジ
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
事
業

を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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平
成
22
年
４
月
か
ら
常
務
理
事
兼
事

務
局
長
と
し
て
５
年
間
勤
務
を
し
た
後
、

同
年
６
月
１
日
に
会
長
に
就
任
以
来
、

本
年
６
月
ま
で
３
期
６
年
間
務
め
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

間
の
復
興
期
間
終
了
と
い
う
節
目
の
年

を
迎
え
ま
し
た
こ
と
か
ら
退
任
さ
せ
て

頂
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
在
任
中
の
11
年
間

に
お
い
て
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
が
、
特
に
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
東
日
本
大
震
災
で
は
、
本
市
は
甚

大
な
被
害
を
受
け
最
大
の
被
災
地
と
な

り
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

運
営
や
被
災
者
支
援
等
に
組
織
の
総
力

を
挙
げ
て
取
組
み
、
全
国
の
皆
様
か
ら

の
支
援
と
市
民
の
皆
様
の
努
力
に
よ
り

ま
し
て
、
新
た
な
街
づ
く
り
の
基
盤
が

整
備
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
ソ
フ
ト
面
で
の
街
づ
く
り
と
な
る

地
域
福
祉
の
推
進
に
む
け
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
支
援
等
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
本
市
に
お

い
て
も
年
々
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て

お
り
、
誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
よ
り
一
層
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
と
地
域
包
括

ケ
ア
の
確
立
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

新
た
な
生
活
様
式
に
お
け
る
福
祉
の
重

要
性
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中

で
、
新
会
長
の
も
と
に
役
職
員
が
一
丸

と
な
り
市
民
の
福
祉
向
上
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
も
の
と
確
信
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
市
民
の

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
在
任
中
の
市
民
の
皆
様
か

ら
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
と
ご
協
力
に
深

く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　

今
回
ご
縁
が
あ
り
、
６
月
の
理
事
会
で
選

任
さ
れ
、
大
槻
会
長
の
後
任
と
し
て
石
巻
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
福
祉
と
の
接
点
は
、
50
年
前
に
入
会

し
た
在
京
中
堅
社
員
の
研
修
の
場
で
あ
る

「
日
本
Ｊ
Ｅ
Ｃ
ク
ラ
ブ
」で
、重
度
心
身
障
害

児
施
設
へ
会
員
５
人
で
訪
問
す
る
機
会
が
あ

り
、
障
害
を
持
っ
た
子
供
達
と
野
球
を
し
て

過
ご
し
た
後
、
職
員
の
方
々
と
昼
食
を
取
り

な
が
ら
懇
談
し
ま
し
た
。
障
害
児
の
一
人
は

親
が
あ
る
著
名
大
学
教
授
で
入
園
し
て
久
し

い
と
の
こ
と
。
し
か
し
施
設
を
訪
問
し
子
供

に
会
い
に
く
る
の
は
一
年
に
一
度
あ
る
か
な

い
か
と
い
う
の
は
衝
撃
が
大
き
く
、
多
感
な

時
期
に
家
族
愛
に
飢
え
た
こ
の
子
は
野
球
の

試
合
中
、
私
達
に
懐
き
、
側
か
ら
な
か
な
か

離
れ
な
か
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

現
在
は
障
害
を
持
つ
親
の
理
解
が
進
み
、

障
害
を
個
性
と
し
て
と
ら
え
、
一
人
の
人
格

を
持
っ
た
人
間
と
し
て
、
社
会
に
お
い
て
共

に
支
え
合
う
と
い
う
環
境
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

石
巻
市
も
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
に
対
応

す
べ
く
、
地
域
福
祉
計
画
や
障
害
福
祉
計
画

を
策
定
し
、
福
祉
の
充
実
を
推
進
し
て
い
ま

す
が
、
以
前
と
は
隔
世
の
感
を
禁
じ
得
ま
せ

ん
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
石
巻
市
は
震
災
の
被
害
が
甚
大
で
、

多
く
の
方
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
や
再
生

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

全
世
界
で
流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
な
か
な
か
進
ま
ず
に

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

本
会
と
し
て
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
あ
た

っ
て
は
、
市
民
の
皆
様
の
福
祉
に
対
す
る
理

解
が
よ
り
深
ま
る
よ
う
啓
発
活
動
を
行
う
と

と
も
に
、
次
世
代
を
担
う
子
供
達
が
地
域
に

お
い
て
大
人
と
一
緒
に
福
祉
に
つ
い
て
考
え
、

支
え
合
い
の
重
要
性
に
気
付
く
福
祉
学
習
の

充
実
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
、
ま
さ
に
人
づ

く
り
で
あ
り
、そ
こ
に
住
む
社ま

ち会（
＝
市
民
の

意
識
）を
変
え
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
障
害
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
生
き
る
た
め
、
み
ん
な
で
支
え
合
う
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
石
巻
市
と
協

働
し
て
役
職
員
一
同
様
々
な
事
業
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

退
任
の
ご
挨
拶

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

前 

会 

長
　
大
　
槻
　
英
　
夫

会 

長
　
林
　
　
　
久
　
善

社
会
福
祉
法
人

　
　
石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会

いしのまき社協だより 2



共同募金委員会 募　金　額 石巻支所内訳
石 巻 支 所 １０，６８３，６４２円 市役所区分 募　金　額
河 北 支 所 ２，０１６，３１８円 本 　　 庁 ５，７５９，２６２円
雄 勝 支 所 ２８９，９８４円 渡 波 支 所 ２，１７５，６８０円
河 南 支 所 ２，８１８，４２５円 稲 井 支 所 ７２９，９００円
桃 生 支 所 １，０８６，４０８円 荻 浜 支 所 ９３，８００円
北 上 支 所 ４０１，２５９円 蛇 田 支 所 １，９２５，０００円
牡 鹿 支 所 ５８８，５７７円
合　　計 １７，８８４，６１３円

福祉学習

親子コンサート

赤い羽根共同募金運動が
１０月より始まります

　赤い羽根共同募金運動は「ほんの小さなやさしさで広がる大きな支援の輪」をスローガンに行われ、みなさま
からご協力いただいた募金は、高齢者や障害児（者）、福祉学習やボランティア育成等の福祉事業に活用されます。
　あたたかい地域づくりのため、みなさま方のご協力をよろしくお願いいたします。

　令和２年度にみなさまからご協力いただいた募金は、宮城県共同募金会へ全額
送金し、令和３年度に各市町村社会福祉協議会や県内福祉団体等に配分され、地
域福祉のために活用されます。

運動期間：10月１日から12月31日

みなさまのあたたかい善意のご協力をお願いいたします

ご協力ありがとうございました
令和２年度募金総額 １７,８８４,６１３円

災害義援金を募集しております！
■現在受付している災害義援金
・平成30年７月豪雨災害義援金
　募集期間：	平成30年７月10日（火）から
	 令和４年６月30日（木）まで延長
・愛媛県豪雨災害義援金
　募集期間：平成30年７月11日（水）から
	 令和４年６月30日（木）まで延長

・令和３年７月大雨災害静岡義援金
　募集期間：	令和３年７月８日（木）から
	 令和３年10月29日（金）まで
・令和３年７月島根県大雨災害義援金
　募集期間：	令和３年７月16日（金）から
	 令和３年９月30日（木）まで

みなさまの
温かいご支援、ご協力

よろしくお願いいたします

いしのまき社協だより 3



お元気でしたか？

ここでしか見ることが
できない絶景

・日時：11月9日（火）、11月30日（火） 10時～ 12時
・場所：蛇田公民館
・問い合わせ先：蛇田公民館　☎ （0225）95－0183

親子で参加の１年生も
頑張りました！体力づくり健康体操

特殊詐欺について研修

お世話役
阿部さん・伏見さん・阿部さん

「フレッシュ会」

“訪問活動が始まりました”

「相手の立場になって考えよう！！」

～ みんなが恋する地域のシンボル ～

　平成29年度から活動を
始めた「フレッシュ会」は、
ご近所７組のご夫婦14名
の会員構成のサロン会で
す。
　毎月一回の例会とし、
お花見会・早苗振り会・

　昨年２月からお
弁当の配食サービ
スを休止していま
したが、「給食サ
ービスはまだです
か？」という声に
お応えして、「自
分たちにできるこ

サロン紹介

「蛇田レクリエーション愛好会たんぽぽ」
サロン紹介

とからはじめよう」と、ボランティア友の会の協力を得な
がら訪問活動を再開しました。　　　　
　『折り紙やマスキングテープで飾り付けた手作りのメッ
セージカード』、まだまだ油断できないコロナ感染予防と
して、『携帯用除菌スプレー』をラッピングして届けました。
　利用者のみなさんは
変わりなく、ボランテ
ィアさんの訪問を心待
ちにしていてくださり、
大変喜んでいただきま
した。
　次回訪問は９月を予
定しています。

　月３回蛇田地区の方たちが集まり、
介護予防健康体操を行っています。
　お世話役の３人は、健康のために
始めた体操を地域の人たちにも広げ
るため、様々な講習を受けたそうで
す。日常生活のどんな場面で必要な

介護予
防

健康体
操

開催！！

筋肉か
等、伝
え方を工夫されており、「みんなが分かり
やすく、楽しめるように内容をアレンジし
ている」と話されていました。
　取材した日もみなさん真剣に取り組む一
方で、「あっ！まぢがった！」と誰かが言
うと、笑いが起きる一場面もありました。
そんな時も「笑うことは免疫力を上げるの
で、いっぱい笑いましょう！」と前向きに
声をかける伏見さんでした。

　６月15日（火）、６月22日（火）の２日間、鮎川小学校の３・４年生を対象に、ハンディのある人
たちを理解する一つの方法として、「キャップハンディ体験」を実施しました。
　児童のみなさんは、下肢障害体験（車
いす）や視覚障害体験（白杖）では、介助す
る側と介助される側を体験することで思
いやりを持って介助することや障害を持
っている人の大変さを実感していたよう
です。高齢者体験（疑似体験）では、「とて
も重かった。」、「歩くのが怖かった。」等、
いつもと違う視点からたくさんの気づき
につながりました。

　大須地区の高台にある大須埼灯台。
平成30年に「恋する灯台」に認定され、
高台から見渡す絶景と、ハート形に
見える大須漁港が、訪れる方々の心
を癒してくれる憩いの場所です。
　今年６月には、灯台までの道路や
駐車場、トイレ等も整備され、多く
の方が訪れております。

　その大須埼灯台は、地元の住民さ

　８月５日（木）、北上ボランティア友の会のみなさんが見守り訪問活動
を行いました。
　今年も新型コロナウイルス感染症の影響を受け、ふれあい弁当配達サ

「ひまわりのリースをお届け」
世界にたった一冊の絵本 北上ボランティア友の会

心を込めて
　ラッピング

坂道なのでバックで進みます

一段ずつ
ゆっくりね！

ービスが実施できない替わりに、折り紙でひま
わりのリースを作り、マスクやゴミ袋等と一緒
にふれあい弁当配達サービスを利用している方
にお届けしました。利用者さんは、突然のプレ
ゼントに「ひまわりきれいだね。元気が湧いて
きたよ。」、「さっそく飾っておくね。」等の声が聞かれとても好評でした。
　今後もボランティア友の会では、地域の見守り活動を行っていく予定です。

収穫祭・新年会と季節行事を取り入れながら、脳トレに体
力づくり、防災・救急救命訓練、防犯研修など講師を招い
ての研修も行っています。
　会長の伊藤たか子さんは、「コロナ禍ですが、会館使用
のガイドラインに沿ってそれぞれ感染対策をし、飲食しな

い例会が何回かありま
したが、集まることを
大事にとても明るく楽
しく活動ができていま
す。今後も、コミュニ
ケーションを大切に開
催していきますよ。」
と話されていました。

　夏休み期間を利用し、河北総合セン
タービッグバンにおいて「手づくり絵
本教室」が開催されました。
　講師に今野薫さんをお招きし、河北地
区の小学生を対象に河北公民館との共
催事業で毎年行われておりましたが、昨
年度は中止となったため、楽しみにして
くれていた児童も参加してくれました。
　絵を描くことが得意な子も、「細か

く切ったり貼ったり
するのがむずかしか
った。」と言っていやったー！

私の本が
できたー！！ ましたが、表紙を貼り付けした本が形になると、

思わず飛び上がって喜んでいました。
　この２日
間でできた
絵本と友達
を一生大切
にしてくだ
さいね♪

あれ？３㎜じゃ
ないかも～

訪れた方が喜ぶよう
丁寧に花植え

んで組織するボランティア団体「大須灯台会（おおすともしびかい）」
のみなさんが長年、灯台周辺に綺麗な花々を植え、清掃活動も行っており、
新たに整備されたトイレも地域の方が綺麗に清掃をしています。
　地域のシンボルを大切にされているみなさんの温かい気持ちが、訪れ
る方々も気持ちまでも、大須漁港が形づくるハートのように温かくして
くれているのでしょうね。
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お元気でしたか？

ここでしか見ることが
できない絶景

・日時：11月9日（火）、11月30日（火） 10時～ 12時
・場所：蛇田公民館
・問い合わせ先：蛇田公民館　☎ （0225）95－0183

親子で参加の１年生も
頑張りました！体力づくり健康体操

特殊詐欺について研修

お世話役
阿部さん・伏見さん・阿部さん

「フレッシュ会」

“訪問活動が始まりました”

「相手の立場になって考えよう！！」

～ みんなが恋する地域のシンボル ～

　平成29年度から活動を
始めた「フレッシュ会」は、
ご近所７組のご夫婦14名
の会員構成のサロン会で
す。
　毎月一回の例会とし、
お花見会・早苗振り会・

　昨年２月からお
弁当の配食サービ
スを休止していま
したが、「給食サ
ービスはまだです
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サロン紹介
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思わず飛び上がって喜んでいました。
　この２日
間でできた
絵本と友達
を一生大切
にしてくだ
さいね♪
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のみなさんが長年、灯台周辺に綺麗な花々を植え、清掃活動も行っており、
新たに整備されたトイレも地域の方が綺麗に清掃をしています。
　地域のシンボルを大切にされているみなさんの温かい気持ちが、訪れ
る方々も気持ちまでも、大須漁港が形づくるハートのように温かくして
くれているのでしょうね。
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　平成28年４月から改正社会福祉法により、社会福祉法人による「地域における公益的な取組（社会貢献事業）」の
実施が法人の責務として位置づけられました。この取組は、次の３つの要件をすべて満たすことが必要となります。
　（１）社会福祉事業または公益事業を行うに当たって提供される「福祉サービス」であること
　（２）「日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者」に対する福祉サービスであること
　（３）無料または低額な料金で提供されること
　石巻市内にはたくさんの社会福祉法人がありますので、実際にどんな社会貢献事業に取り組んでいるのか、順
番にご紹介していきたいと思います。今号では「社会福祉法人夢みの里」さんをご紹介します。

社会福祉法人 夢みの里
■法人所在地　石巻市門脇町一丁目２番21号	UniversalPlaza櫻樹の森1F
■ウェブサイト　https://yumeminosato.jimdo.com/　
■電 話 番 号　０２２５－２２－１４１６
■設立年月日　平成２２年３月２９日
■事　　　　業　�短期入所、日中一時支援、生活介護、共同生活援助、就労継続支援Ｂ型、計画相談

支援、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護（地域密着型特別養護老人ホー
ム）、通所介護、保育所

■施設・事業所　�共同生活援助夢みの里こもれび（グループホーム20か所）、デイサービスセンター
こもれび、デイサービスセンター桜・さくら、トータルサポートセンターみんなの
夢広場、共生型福祉施設はぴねすプラザ、ゆにばーさるプラザ、Ecoリサイクル松
並工場、相談支援センター桜・さくら、特別養護老人ホーム　ラ・ヴィアンロゼ桜
の園、インターナショナルプリスクール（ピノッチオ、ブルーバード、レインボー、
リトルマーメイド）

■社会貢献事業

　紙面上ではお伝えしきれなかった情報につきましては、インタビュー形式で本会ウェブサイトにて
詳しくお伝えしております。ぜひ、ご覧ください。

　普段は地域の交流の場として、カラオケ機器を
整備していることから、町内会などで利用しても
らっているほか、リボーンアートフェスティバル
のボランティアの宿泊所としてなど、多岐に渡っ
た活用をしてもらうため、貸出をしています。

　生活支援が必要な生活困窮者に対する
住居の確保・提供を行っています。

　ピアニストや音楽の先生の指導による
100人規模のコーラス隊で、とっておき
の音楽祭、大崎福祉夢まつり、地域交流
祭、トリコローレ音楽祭など、毎年様々
な地域の行事に参加。本人たちの誇りや
意欲にもつながっています。

石巻市内で活動している社会福祉法人のご紹介
第
６
回

（１）有事の際の福祉避難所としての機能を持った
　　  グループホームの運営

（３）音楽活動による地域交流

（２）低所得世帯に対する住宅賃貸事業

法人事務局のある「Universal  Plaza櫻樹の森」

福祉避難所にも
指定されている
グループホーム

共生型福祉施設
での交流事業の
様子
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【お問い合わせ・申込み先】　ボランティアセンター  ☎ 96 − 5290

「第２回 レクリエーション講座」 「折り紙講座」

各種講座の開催案内

　地域のサロンやお茶会、施設などで活用できる
体操を学んでみませんか？
内　　容：		「シナプソロジー」（脳トレからみんな

で楽しくコミュニケーション）
講　　師： 健康運動指導士　林かおる氏
開催日時：10月30日（土）	９時30分～11時00分
会　　場：石巻市社協生活支援課（開成１番26）
対 象 者： 地域サロン実践者及びレクリエーショ

ンに関心をお持ちの方
持 ち 物： 筆記用具、上靴、タオル、お茶など
　　　　　（水分補給用）
定　　員：20名
参 加 費：無料　
申込締切：10月22日（金）

～折り紙でミッキー＆ミニーを
作ってみよう！～　　

内　　容： 折り紙でミッキー・ミニーを折ります。
　　　　　	（当日はミッキーかミニーのどちらか

一つ選んでいただきます）
講　　師：三條真理子氏
開催日時：11月６日（土）	 ９時30分～11時30分
会　　場：石巻市社協生活
　　　　　支援課
　　　　　（開成１番26）
対 象 者：どなたでも
持 ち 物：筆記用具、上靴
　　　　　（スリッパ）
定　　員：10名
参 加 費：無料　
申込締切：10月29日（金）

【要件緩和前】
　①参加者10人	以上、月１回以上活動する団体など
　　・・・上限２万円（３か年）
　②参加者	５人以上、年４回以上活動する団体など
　　・・・上限１万円（小規模団体を対象）

ご不明な点がございましたら本所及び各支所へお問い合わせ願います。

【要件緩和後】
　①参加者10	人以上、年１回以上活動する団体など
　　・・・上限２万円（３か年）
　②参加者	５人以上、年１回以上活動する団体など
　　・・・上限１万円（小規模団体を対象）

　地域住民が主体の、地域サロン活動や見守り・訪問活動、子育てサークル活動などを実施している団体・サー
クルに対して要件を緩和し助成金を交付します。	（既に交付を受けている団体・サークルも同様の扱いです。）

「地域福祉活動助成事業」「子育てサークル助成事業」
交付要件緩和 について

「親子ｄｅ五重塔づくり講座」
７月10日（土）開催

各種講座の開催報告
※新型コロナウイルスの影響により、開催が中止になる場合があります。

　本田太吉さんを講師にお招きし、厚紙を使用し五重塔を作りました。
　参加者からは「子どもと一緒に作ることができとても楽しかった」
「子どもとの貴重な時間を過ごせました」などの声をいただきました。
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編 集 後 記
　社会福祉法人紹介コーナーが今回で６回目と
なりましたが、いかがでしょうか。今後は社会
貢献事業に加えて、市民の困りごとに対応でき
るよう、法人連携も強めなくてはなりません。
あと９法人の紹介を予定していますが、連携強
化のきっかけになればと思っています。（り）

石巻市社会福祉協議会　各支所　お問い合わせ先
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総 務 課
地 域 福 祉 課
ボランティアセンター

〒986-0825  石巻市穀町15−2
☎0225-96-5290　FAX 0225-96-5223

生 活 支 援 課

（復興支援室）

〒986-0025  石巻市湊町一丁目2−2
☎0225-92-6733　FAX 0225-96-2613
☎0225-23-3911　FAX 0225-23-3912

河 北 支 所 〒986-0132  石巻市小船越字山畑417−54
☎0225-62-1077　FAX 0225-62-1079

雄 勝 支 所 〒986-1333 石巻市雄勝町雄勝字下雄勝12-42
☎0225-61-3011　FAX 0225-61-3022

河 南 支 所 〒987-1101  石巻市前谷地字黒沢前35
☎0225-72-3725　FAX 0225-72-2408

桃 生 支 所 〒986-0313  石巻市桃生町中津山字八木157-1
☎0225-76-1020　FAX 0225-79-1018

北 上 支 所 〒986-0202  石巻市北上町橋浦字大須215
☎0225-67-3025　FAX 0225-61-7024

牡 鹿 支 所 〒986-2523  石巻市鮎川浜清崎山7
☎0225-45-2684　FAX 0225-45-2785

事務所移転のお知らせ

【移転事務所】
　○生活支援課（旧在宅福祉課）：		福祉用具貸出、日常生活自立支援

事業（まもりーぶ）		等
　○復興支援室（旧復興支援課）：		復興公営住宅等生活相談支援
	 業務　等
　○石巻市社協ホームヘルパーセンター：訪問介護事業所
　○石巻市社協介護プランセンター：居宅介護支援事業所
　　　※電話番号の変更はありません。

【新事務所所在地】　石巻市開成１番26
【お知らせ】　	移転業務に伴い、９月27日（月）午前中において、

上記事業所の固定電話が不通となります。同日午後
には復旧となりますので、ご迷惑をおかけしますが
ご理解くださいますようお願いいたします。

　現在旧みなと荘にある下記事務所について、９月24日（金）をもって閉鎖し、９月27日（月）
より新事務所へ移転となります。

石巻
赤十字病院

石巻専修大学

宮城県石巻
商業高等学校
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協同組合
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